
◆
勝
海
舟
生
誕
200
周
年

勝
海
舟
は
文
政
6
年（
１
８
２
３
）、

本
所
亀
沢
町
に
あ
っ
た
旗
本
男お

谷た
に

氏

の
屋
敷
内
（
現
在
の
両
国
公
園
）
で

誕
生
し
、
今
年
で
生
誕
200
周
年
の
節

目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
も
解
除
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
勝
海
舟
顕
彰
会
が
中

心
と
な
っ
て
開
催
し
て
い
る
「
勝
海

舟
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
第
17
回
）
を
4

年
ぶ
り
に
墨
田
区
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

◆
本
所
の
地
で
成
長
し
た
海
舟

16
歳
で
家
督
を
相
続
し
た
海
舟
は

本
所
の
地
で
武
芸
・
学
問
に
打
ち
込

み
、
剣
術
は
従
兄
で
あ
る
男
谷
精
一

郎
信
友
に
就
い
て
指
南
を
受
け
、
次

い
で
中
津
藩
士
島
田
虎
之
助
に
帥し

事じ

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
天
保
13
年（
１
８
４
２
）

頃
、
福
岡
藩
士
永
井
青せ

い

崖が
い

に
入
門
し

て
蘭
学
を
学
び
始
め
た
と
伝
わ
り
ま

す
。ま

た
、
剣
術
や
蘭
学
に
取
組
む
一

方
、
向
島
の
弘
福
寺
に
座
禅
修
行
に

通
い
、
精
神
の
鍛
錬
に
も
努
め
た
よ

う
で
す
。

◆
幕
末
期
の
活
躍

嘉
永
6
年
（
１
８
５
３
）
、
ア
メ

リ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
を
率
い
る
ペ

リ
ー
が
蒸
気
船
で
浦
賀
（
神
奈
川

県
）
に
来
航
し
、
鎖
国
を
続
け
て
い

た
日
本
に
対
し
開
国
を
迫
る
事
件
が

起
き
ま
す
。

人
々
は
黒
船
の
威
容
に
驚
き
、
江

戸
幕
府
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま

し
た
。
苦
悩
す
る
幕
府
に
あ
っ
て
老

中
の
阿
部
正
弘
は
大
名
か
ら
庶
民
ま

で
広
く
意
見
を
求
め
ま
し
た
。

蘭
学
を
学
び
西
洋
の
知
識
を
得
て

い
た
海
舟
は
、
身
分
を
問
わ
な
い
有

能
な
人
材
の
登
用
や
軍
艦
の
建
造
等

を
書
い
た
「
海
防
意
見
書
」
を
提
出

し
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
、
安
政
2
年

（
１
８
５
５
）
、
幕
府
が
設
立
し
た

長
崎
海
軍
伝
習
所
で
技
術
を
学
び
、

万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
、
咸
臨
丸

の
艦
長
と
し
て
太
平
洋
の
横
断
に
成

功
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

渡
米
の
目
的
は
日
米
修
好
通
商
条

約
の
批
准
書
交
換
で
あ
り
、
遣
米
使

節
団
と
し
て
外
国
奉
行
で
あ
る
新
見

正
興
が
乗
船
す
る
ア
メ
リ
カ
の
軍
艦

ポ
ー
ハ
タ
ン
号
の
随
行
役
と
し
て
航

海
訓
練
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
行
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
大

歓
迎
を
受
け
、
ア
メ
リ
カ
の
近
代
的

な
町
や
進
ん
だ
産
業
技
術
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
す
。
帰
国
後
に
軍
艦
奉

行
と
な
っ
た
海
舟
は
、
神
戸
海
軍
操

練
所
の
建
設
を
進
め
、
日
本
全
国
か

ら
人
材
を
集
め
ま
し
た
。

◆
幕
府
の
終
焉
と
江
戸
城
無
血
開
城

慶
応
3
年
（
１
８
６
７
）
、
二
条

城
で
江
戸
幕
府
第
15
代
将
軍
德
川
慶

喜
は
大
政
奉
還
に
よ
っ
て
政
権
を
天

皇
に
返
上
し
、
江
戸
幕
府
の
歴
史
は

幕
を
閉
じ
ま
す
。

慶
応
4
年
（
１
８
６
８
）
1
月
、

鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
で
、
旧
幕
府
軍

は
新
政
府
軍
に
大
敗
し
、
慶
喜
は
大

坂
城
か
ら
江
戸
に
戻
り
ま
す
。
慶
喜

は
朝
敵
と
な
り
、
新
政
府
軍
は
慶
喜

追
討
の
た
め
、
東
征
軍
を
江
戸
に
向

け
て
進
撃
さ
せ
ま
す
。
東
征
軍
は
江

戸
城
総
攻
撃
の
日
を
同
年
3
月
15
日

に
定
め
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
先
立
ち

海
舟
は
、
江
戸
城
総
攻
撃
を
中
止
さ

せ
る
た
め
、
同
年
3
月
13
日
、
14
日

の
2
日
間
に
わ
た
り
、
東
征
軍
参
謀

西
郷
隆
盛
と
交
渉
談
判
し
ま
し
た
。

会
談
の
結
果
、
江
戸
城
総
攻
撃
は

中
止
さ
れ
、
東
征
軍
に
明
け
渡
さ
れ

ま
し
た
。
江
戸
城
無
血
開
城
は
海
舟

の
偉
業
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
し
た
。

幕
末
の
動
乱
を
生
き
抜
い
た
海
舟

は
、
幼
少
の
頃
か
ら
剣
術
と
禅
を
学

び
、
直じ

き

心し
ん

影か
げ

流り
ゅ
う

剣け
ん

術じ
ゅ
つ

免
許
皆
伝
に

な
っ
た
ほ
ど
剣
術
に
秀
で
て
い
ま
し

た
が
、
人
を
切
っ
た
こ
と
の
な
い
平

和
主
義
者
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
の
平
和
を
願
い
、
江
戸

の
町
を
戦
禍
か
ら
救
い
、
明
治
維
新

か
ら
近
代
日
本
へ
歴
史
を
繋
い
だ
海

舟
の
偉
業
を
顕
彰
し
、
今
後
も
「
勝

海
舟
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
等
を
通
じ
、
皆

様
と
共
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
勝
海
舟
顕
彰
会会

長

廣
田
健
史
）
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◆
約
半
年
間
の
修
繕
を
終
え
３
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
は
、

長
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
す
み
だ

の
郷
土
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
と
と

も
に
、
貴
重
な
歴
史
・
民
俗
資
料
等

の
収
集
・
保
存
・
展
示
を
目
的
に

平
成
10
年
4
月
に
開
館
し
、
今
年
で

25
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

設
備
の
老
朽
化
が
進
ん
だ
こ
と
か

ら
、
令
和
4
年
9
月
か
ら
約
半
年
間

に
わ
た
り
臨
時
休
館
し
て
大
規
模
修

繕
工
事
を
実
施
し
、
今
年
3
月
29
日

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

◆
千
葉
大
学
と
の
連
携
で

ロ
ゴ
マ
ー
ク
作
成
、
外
壁
を
装
飾
化

大
規
模
修
繕
工
事
で
は
、
空
調
設

備
や
照
明
な
ど
を
更
新
し
た
ほ
か
、

千
葉
大
学
デ
ザ
イ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
（
ｄ
ｒ
ｉ
）

と
連
携
し
て
資
料
館
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
作
成
、
外
壁
に
装
飾
画
を
施
す
と

と
も
に
常
設
展
示
パ
ネ
ル
の
一
部
を

刷
新
す
る
な
ど
明
る
く
快
適
に
ご
覧

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
入
口
付
近
に
大
型
モ
ニ

タ
ー
を
設
置
し
、
開
催
中
の
展
示
資

料
を
画
像
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◆
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

展
示
解
説

す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
で
は
、

区
民
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
常
に
資
料
館
の
事
業
を
支

え
て
い
ま
す
。
平
成
10
年
の
資
料
館

開
館
当
初
に
実
施
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
の
修
了
者
に
よ
っ
て

「
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
」
が
設
立
さ
れ
、
資
料

館
の
展
示
作
業
の
補
助
や
資
料
の
整

理
、
来
館
者
へ
の
展
示
解
説
、
小
学

生
へ
の
民
具
体
験
指
導
な
ど
、
資
料

館
の
仕
事
を
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
資
料
館
の
サ
ポ
ー
ト
の
ほ

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
や
特

色
を
学
ぶ
た
め
、
毎
年
、
春
と
秋
に

史
跡
散
策
や
見
学
会
を
行
う
な
ど
の

自
主
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
は
、
第
6
期
ま

で
行
わ
れ
て
お
り
、
現
在
32
名
の
会

員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
展
示
を
通
し
て
歴
史
再
発
見
の
旅
を

今
年
度
後
半
の
展
示
と
し
て
、
学

校
連
携
展
「
す
み
だ
の
昔
の
く
ら
し

と
道
具
」（
11
月
3
日
か
ら
令
和
6

年
3
月
3
日
ま
で
）
、
特
集
展
示

「
コ
ド
モ
の
世
界
―
江
戸
東
京
の
あ

そ
び
と
ま
な
び
―
」（
10
月
7
日
か

ら
令
和
6
年
2
月
4
日
ま
で
）
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
2
階
常
設
展
示
で

は
、
東
京
空
襲
を
体
験
さ
れ
た
方
々

が
自
ら
描
い
た
空
襲
体
験
画
や
、
明

治
時
代
末
期
の
お
花
見
の
様
子
を
再

現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
を
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
す

み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
で
歴
史
再
発

見
の
旅
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
）
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